
令和７年度　学校評価

校務分掌 実践目標 具体的な取り組み 評価指標 自己評価項目（教員） コメント 成果と今後の課題

総務部

学校の取組を保護

者、入学希望者・そ

の保護者等に紹介す

る。

「西神戸だより」、

ホームページの充実

を目指す。入学希望

者へのアンケートを

実施。

「西神戸だより」、ホー

ムページを有効活用でき

たか。

・どう言った文言で伝えられているの

か、担当者任せになっていると感じる。

学校として明文化したものがいるのでは

ないか。

・掲示物や入学相談、オープンスクール

が丁寧に行われている。

・HPでは、取り組みを紹介されていた

が、十分であったかは判断が難しいで

す。

・部活動の取り組みが良く分かった。

ホームページへの投稿回数を増や

すとともに、内容の充実を進めて

いきたい。

情報

図書部

家庭や地域への情報

発信

学校WEBページ等の

サービスを利用した

学校情報の発信にア

ンケートや利用者情

報の結果を反映した

情報発信をする。

各WEBサービスの利用

者数等のモニタリングや

アンケートにより定量

的、定性的に評価する。

・ブログの活用は有効だと思う。

・インスタグラムでの発信はよかっ

たと思う。

・インスタやブログ等上手に活用し

ている。

・家庭への情報発信は、HPや通信で

できていたと思うが、地域への発信

は判断がつかない。

学校ウェブページは約１万４千以

上の来訪があり、引き続きブロ

グ、SNSへの流入の増加と見やす

さを工夫することと最新情報の更

新頻度を増やしていきたい。

総務部

アグリパークと一体

となって危機管理体

制を整備する。

ＭＥリゾートとの連

携を密にする。職員

研修の充実。

職員の意識を高めること

ができたか。

・これからより連携を深めながら進めて

いく必要がある。共同で行う避難訓練な

ど。

・有事を想定した訓練は必要ないのか。

・校内独自ではできていたと思うが、ア

グリパークとの連携はできていないと思

われる。

職員の危機対応の意識は高まっ

た。避難訓練、職員研修の充実に

努めていきたい。

生徒保健管理委員の仕事の意義を理

解し、活動を活性化できた。生徒が

環境衛生について理解を深め、生徒

保健管理委員を中心に行動にうつす

ことができるようになった。また、

日々の美化タイムで安全で清潔な環

境が保持されている。今後も生徒が

主体的に活動ができるように支援し

ていく体制作りを進め、学校全体で

環境作りに取り組みたい。

・校務員さんをはじめ、事務の方、ワー

クセンター学校業務支援スタッフが、よ

く整備して下さっている。

・美化タイムに力を入れている事で、安

全点検が毎日できると感じているから。

・夏場の体育の授業が生徒、教師ともに

過酷であると思います。体育館での対策

（窓開け、扇風機）も限界で他の特別支

援学校では冷房（エアコン）が設置され

ているところもあるので、導入してほし

いと切に願います。

・洗濯を定期的に行い、衛生的であっ

た。

生徒保健管理委員会と協

働し、学校全体でより良

い環境作りに取り組めた

か。

学校教育目標『自立して生きる力を育むために主体的に考え動ける人づくり』

『学校経営の重点』

　　①主体的に生きるための人間性や社会性の育成　②就労に必要な力の育成　③地域社会に貢献する力の育成　④自身の命を守る力の育成

　　⑤職業教育を主体とした学校づくりの推進　⑥教職員の専門性の向上

開かれた
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・定着支援のことが会議で出たの

で、これからの取り組みになると思

う。

・進路指導部から頻繁に定着支援の

状況や課題を教えてもらえていれ

ば、在校生へ対応ができたかもしれ

ない。

・進路指導部の方々が在校生に対し

て、折に触れ、職業指導すること

で、できていた。

卒業生、保護者、企業から相談を受

け、速やかに関係機関と連携を図り

支援を行った。その結果、問題、課

題解決や離職を防ぐことができた。

定着支援から見えた課題を授業等で

生徒に伝えた。職員に対しては特に

顕著なケースを表にまとめ提示した

が、全職員に対する共有が今後の課

題である。

生徒一人一人に応じ

た進路実現のための

取り組みを行う。

生徒、保護者との話

し合いを適宜行う。

学年団との連携を図

る。実習を実施する

中で生徒は自己理解

を深め働くイメージ

や意欲を培う機会を

設定する。

生徒、保護者との話し合

い、目標設置、振り返り

が進路選択にいかせた

か。

・実習や進路についての保護者・本人と

の個別懇談会の回数について今一度検討

が必要かと思う。

・学年団と進路指導部との連携を密にす

る体制が必要。どう進んでいるのか担任

と進路担当者しかわからないところがあ

り、学年としては不安を感じている。

・進路の取り組みをもっと身近にわかり

やすく知りたい。

・進路指導部の方々が生徒の希望をよく

聞き、相談した上で個々に合った進路先

や実習先を探してくれている。

実習を通し生徒や保護者と密に連

携を取り、一人一人の進路実現に

向けて取り組んだ。生徒は就労に

対するイメージや意欲を高め、自

分の進路を決める契機となった。

今後、各学年団とさらなる連携を

図り進路指導の充実を目指してい

きたい。

卒業生の定着支援を

行う。定着支援の気

付きを在校生に生か

す。

卒業前に関係機関との連携

を図り情報共有を行う。進

路先への訪問や、必要時に

連絡をとり卒業生、保護者

のサポートを行う。定着に

関する情報を関係機関とも

共有しサポートを行う。定

着支援の気付きをビジネス

マナーの授業やウォーム

アップ講座を通して在校生

に伝える機会を設定する。

定着支援の中で得た情報

を適切に報告し対応でき

たか。定着支援の気付き

を在校生の指導に還元で

きたか。

危機管理

体制の

整備

保健部

環境衛生に取り組

み、安心安全な教育

環境を整える

生徒保健管理委員会

を活性化させ、生徒

も共に主体的に取り

組む。

進路指導
進路

指導部
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教育課程 教務部

生徒の実態に即した

教育課程を編成し、

実践する。

生徒一人ひとりの実

態に応じた学習内

容、指導方法等の工

夫に努める。

生徒一人ひとりの実態に

応じた学習内容、指導方

法を工夫することができ

たか。

・評価できるほど、自分がよくわかっていな

い。

・教育課程委員会でテーマを持ちながら議論

をできる取組をつくる。

・10周年を迎えるにあたり、卒業生の様子か

ら（仕事の定着や社会生活の充実など)検証

する必要があるのではないか。

・就業するために必要なカリキュラムになっ

てはいるが、そのカリキュラムにあわない生

徒の実態が感じられた。

成果として、中間評価での振り返り

をもとに、学期途中で教材のレベル

調整や家庭学習の課題設定を見直す

など動的な運用を行った教科も見受

けられた。.

課題としては、個別最適化を深める

一方で、集団の中での協働的な学び

とのバランスをどうとるかが課題で

ある。

生徒指導
いじめのない集団へ

の取り組み

学校としてアンケー

トや面談等を行い、

日頃からいじめの早

期発見に努める。

アンケートや面談等を実

施し、生徒の情報を関係

部署と共通理解、協力の

下、対応ができたか。

・生活アンケートをはじめ丁寧な聞

き取り、対応ができている。

・気になる事案について、早い段階

で対応できた。

・いじめに相当する事案が数件起

こった。取り組みがうまくできたか

どうかは疑問である。

事案に対して、関係部署と協力して

対応することができた。また、複雑

な事案に関しては、関係機関と連携

して対応することができた。今後も

様々な事案に対して、未然防止・早

期発見に努めたい。

・担任が保護者と連絡を密にできて

いる。

・支援研修部による支援体制の整

理、組織的な運営、合理的配慮につ

いての進め方の整理

・担任を中心に学年団で共有できて

いる。

・指導が適切であったかどうかは、

判断がむずかしい。

適切な実態把握に基

づく、適切な指導を

行う。

チームで実態把握を

行い、障害特性に基

づいた指導・支援に

ついて検討してい

く。

チームで障害特性を確認

し、個別の指導計画の項

目に基づいた記載ができ

たか。

・中学校からの相談はあまりないの

かと思うが、高等学校か特別支援学

校かの正しい進路決定に向けた助言

はセンター的機能を発揮しても良い

のではないかと思う。

・本校の取り組みをもっと身近にわ

かりやすく知りたい。

行事では司会や準備など積極的に

活動することができた。マニフェ

ストなど新しい試みや行事を考え

実行することができなかった。ク

ラスルームを活用し連絡・相談等

を行うことができたが実際生徒会

役員が集まる機会が少ないことが

課題であった。

がん教育から始めるいのちの授業

を通じて自分の健康や生き方、ま

た、共生社会といった視点から保

健教育を行うことができた。毎年

の学習の積み重ねで自分と周囲の

人との関わりの中で自分事として

考えることができてきている。各

教科と連携し、各学年ごとに取り

組める教材と体制作りができてき

た。今後も継続に努めたい。

・中学校の教育相談や放課後等デイ

サービスの保護者対象の研修会を実

施し、中学校卒業後の進路や高等学

校卒業後の進路についての情報提供

および助言を行った。また、神戸市

内の中学校ブロック会に出席し（本

年度は４ブロック）、本校について

の情報提供を行った。

・教育相談や巡回相談などを行った

後に報告して、地域支援の周知を図

る。

・個別の教育指導計画（自立活動）

の作成について、自立活動検討会の

計画を行った。また、学年と協力

し、校内支援会議や関係機関との会

議を運営し、生徒への支援の方向性

を検討することができた。

・生徒の適切な実態把握の手立ての

情報提供や組織的な支援体制の構築

などを行う。

・スポーツ健康において保健教育の

充実、年間指導計画での位置づけ。

・寒い時期に半袖で過ごしている生

徒に対しての指導がうまくいかず、

風邪をひいた生徒もいた。家庭との

連携も必要だと感じた。

・保健教育により健康管理能力が高

まったかは疑問である。タバコやア

ルコールなどの将来の健康について

の教育が主で、将来の健康について

は高まっていると感じる。
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生徒支援
支援

研修部

保健教育を通して生

徒の健康管理能力を

高める

全学年で「いのちの

授業」に取り組み、

心身ともに健康に生

活していくための知

識の習得から共生社

会へと繋がる基礎を

つくる。

「いのちの授業」をはじ

め、保健教育を通して生

徒の健康管理能力を向上

させられたか。

保健教育

特別活動

（生徒指

導）

行事、生徒会活動の

主体的な取り組み

生徒会役員を中心

に、また、スポーツ

祭や西神戸祭では実

行委員と連携し、学

校行事を企画・運営

し実行する。

行事や生徒会活動を企

画・運営し、生徒が主体

的、積極的に参加するこ

とができたか。

生徒

指導部

地域と連携を図り、

本校のセンター的機

能の役割を果たす。

地域の学校園及び保

護者等への周知を行

い、組織的な連携体

制を作る。

組織的な連携体制を作

り、センター的機能が組

織的に活用可能な状態に

あるか。

保健部

・日々忙しい中で計画的に進めるこ

とができていた。

・生徒会行事の見直し、生徒会が主

体で行う取組や、公約を実現する取

組に変えていきたい。

・先生に言われたから仕事をこなす

「当番活動」ではなく，生徒が「自

分たちで学校を自分たちの力で楽し

く，より良くしようとする自治的な

姿勢」での活動を期待します。

・ただ、生徒会の生徒の実感はどう

なのかわからない。公約が果たせな

かったという発言も気になった。

・生徒が主体となって活動する様子

が多く見られた。



人権教育

人権教

育推進

委員会

人権意識アンケート

結果で確認できた課

題（「HIV感染者・

ハンセン病患者等」

「高齢者」「女

性」）に関する知的

理解を高める。

年間指導計画を見直

し、授業を設定・実

施する。

授業で得た知的理解

を日常生活場面で確

認し、評価する。

人権課題の知的理解が高

まったか。

・生徒には内容が難しく、身近で

ない課題だと思う。

・生徒はしっかりと自分ごととし

て考えられていたと振り返りを見

て、感じた。

・HIVだけでなく、他の疾病や感

染症と併せて学習を深めたため。

人権意識アンケートの結果より、課

題である「HIV感染者・ハンセン病

患者等」について、他の疾病に含め

て学習し、病気に罹患した方の人権

を考えることができ、知的理解が高

まった。教科等での知識獲得等の機

会の設定、カリキュラムマネジメン

トが課題である。

サテライトDAY、サ

テライト授業を再考

する。

サテライトDAY、授

業における教育的効

果を検証する。

サテライトＤＡＹ、サテ

ライト授業の実施場所ご

との目標を整理できた

か。

利用状況等を集計し、環

境の整備や活用が効果的

に推進できているか。

授業担当者間でサテライトDAYの

教育的効果を確認し、それを生徒

に対して授業の中で具体的に伝え

ることができた。取り組んでいる

内容や目的などをさらに整理し次

年度に引き継ぐことが今後の課題

である。

クラウドサービスの学習利用を増

やすために効果的な利用方法を提

案することやAIとの連携について

理解を推進していきたい。

生徒と教員が同じ指標で考える

きっかけとなり、生徒の目標を考

える参考となった。

・生徒達の実態を把握するために

有効な指標となっている

・もっと生徒にも意識させる取り

組みができればと思う。

・目標を考える際に、参考にし

た。

この一年で、格段に世界が広がり、

膨大な情報を入手しながら多くの体

験を積んだ。常に自己の課題に向き

合い、主体的に取り組む基礎が仕上

がったと考えられる。多様な価値観

に触れあい、より主体的に学校生活

をよりよくするための取り組みを計

画的に実施していきたい。

自立活動や、職業科目の取り組みを通し

て自己評価を行い、自己理解を深める中

で自分の課題に向き合えるようになって

きた。JOBでは会社に求められる能力と

持ち合わせる能力の違いや厳しさも知

り、自分に合ったコース選択につながっ

た。就労に対する生徒からの質問、相談

事を漏れなくキャッチできる機会を設け

たい。また、働く意欲を育て高められる

活動を工夫していきたい。

・カリキュラムの中で育む事がで

きている

・学年団としては精一杯関わって

いる
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作業日誌、実習日誌、振

り返りシートを活用し、

自己評価と課題解決に向

けた取り組みが行えた

か。将来の職業生活を見

据え、進路決定の主体と

して、コース選択ができ

たか。

職業自立を目指す学

習およびトライやる

JOBを通して、自分

の適性を捉え、実践

を評価・改善し表現

する力を養い、コー

ス選択を行う。

実践的体験的な学習

活動を通して働くこ

との意義を理解し、

職業への興味関心を

深め意欲を育てる。

また、取り組みや評

価を通して自分の能

力や適性を知る。

学校生活をより良くする

ための課題を見出し、解

決するための話し合いが

できたか。協働を意識で

きる活動を設定し、生徒

たちが主体となる活動に

なっていたか。

学

年

1年

集団や社会の形成者

としての見方考え方

を働かせ、自らの課

題を明確にし、自ら

考え主体的に行動す

ることができる。

各授業の中で、目標

を意識して取り組

み、振り返りの中で

自己理解を深める。

話し合い活動を充実

させ、合意形成を図

り、協働して取り組

む機会を設定する。

社会参加

活動

・意味づけ、価値づけについてＳＣ部か

ら職員全体に発信を。サテライトＤＡＹ

の回数の確保を。特に3年生ではサテラ

イトＤＡＹを中心とした授業設定を進め

たい。西神戸版デュアルシステムについ

ての押さえなおしを。

・サテライトでの教育効果は大きいと感

じるが、生徒の能力と時間設定に無理が

あるのか、時間内に終了しないケースが

散見された。ただ、そこまでやって生徒

自身が気づくこともあるのかと思うた

め、どちらが良いかわからない。しか

し、授業は授業時間内に終わるべきかと

思う。

・今年度初めてサテライト授業を経験し

た。サテライト授業の意義を認識したと

ころで、個人としては再考にまで至らな

かった。

SC部

・かなりの頻度で使用することがで

きている

・情報端末の活用はできていたが、

「日常化」は難しかった。

・まだ自己研鑽しなければならない

と感じている。

・テレビへの接続端末の数を増やし

てほしい。

・学習のまとめや日誌の作成で日常

的な利用が進んでいるように思う。

・一度に使用しても、意外とネット

接続がスムーズで困らなかった。

キャリア

教育

新西神戸版キャリア

発達段階表を活用す

る。

生徒と教員が入力し

た個人ごとのキャリ

ア発達段階表から本

人の課題を見つけ目

標を設定する。

キャリア発達段階表を活

用して、生徒個人の目標

を設定できたか。

情報教育
情報

図書部

情報活用環境

の整備と1人1台端末

活用の「日常化」

一人一台端末を活用

するために、ICT活

用能力の育成や環境

作り、必要な支援を

行う。



生活経験の幅を広

げ、卒業後の社会生

活へスムーズに移行

ができることを目指

す。

校内外における体験的な活

動や、ボランティア、企業

実習、文化・スポーツ行事

における成果や結果を積極

的に評価していく。集団生

活での望ましい人間関係の

形成や社会生活上のルール

の習得などの社会性、社会

の基本的なモラルなどを身

につける機会を設ける。

体験活動に意欲的に取り

組み、その経験や結果を

肯定的に捉えられている

か。社会人になると、何

がどう変わるのか、自分

がどのような意識と態度

で仕事に望むべきなのか

を考え、文章にまとめた

り実践したりできている

か。

行事や体験的な活動など、取組の前後に

事前事後学習等を充実させ、さらに成果

や評価を伝えることで、意欲の向上につ

ながり生活経験の幅を広げることができ

た。卒業後の生活について、ホームルー

ム活動を軸に未来を見据えた目標設定や

課題解決の方法を考え実践する時間を確

保することが課題である。

職業・社会生活を意

識した自己決定力の

育成と、主体的に自

立した生活を営むこ

とができる力を身に

付ける。

各授業、委員会活

動、学校行事、実習

などを通して主体的

に課題解決に取り組

み、社会人前基礎ス

キルを身に付ける機

会を設定する。

作業日誌、実習日誌、振

り返りシートを活用し、

正確な自己評価と課題解

決が行えたか。

学習や様々な取組について、作業日誌や

ワークシートなどを活用させながら自身

やグループの課題を確認するとともに、

解決に向けた話し合い等の場を設定する

ことで、主体的に考えようとする姿勢が

見られた。教科横断的な視点での取組の

充実が課題である。

職業体験実習及び授

業の中で自らの課題

や目標を明確にし、

「自分らしく」働く

ことを意識して、専

門的な職業能力を高

める。

職業自立を目指す授

業を中心に、段階的

に座学や実技指導等

の授業を行う。授業

での課題や、就業体

験実習での気づきを

それぞれの場面で意

識し、活かす。

作業日誌や振り返りシー

トを活用し、課題の発見

や課題解決に向けた工夫

ができたか。

・一人一人を見ると「できた・でき

ない」の幅があるが、学年全体とし

て、秋に実習がなかったことで落ち

着いた学校生活が送れ、日々、自身

の課題を意識する取り組みの中で、

伸びが見られたと感じている。

・職場体験実習の中では課題を明確

にでき、サテライトや作業を通して

目標を達成しようと努めることがで

きた。

秋に実習がなかったことで、日常の学校

生活を落ち着いて送れ、自分の課題に

しっかりと向き合える生徒が増えた。ま

た、実習での課題に加えて、コースや各

教科の取組にも積極的に課題解決に向お

うとする姿勢が見受けられた。ただ、教

員の評価に比べて生徒や保護者の評価が

低く、実感として感じられていないの

か、もしくは生徒の中で二極化が起こっ

ている可能性があると考えられる。今後

さらに検証し、一人一人の進路に向けた

実感できる取組を進路指導部とともに充

実させていくことが課題である。

コースごとの生徒が作り出す雰囲気や物

事を進めようとするプロセスなどに大き

な違いがあり、日常的に学年全体がまじ

りあう必要があった。主に総合的な探求

の時間やＬＨＲでの活動を通じて工夫

し、概ね「できた」という評価が得られ

たと感じている。今後、さらにクラスを

超えた取組を工夫し、できるだけたくさ

んの価値観やプロセス等に触れさせ、生

徒一人一人の世界を広げることが課題で

ある。

・総合的な学習の時間での修学旅行

や校外学習などの取り組みを通し

て、繰り返しそう言った場面設定を

する中で、後半になるにつれて、で

きてきた。

・クラス内で小さくまとまっていた

ように感じる。他クラスの生徒との

交流があれば、より良かったように

思う。

協働を意識できる活動で

は、生徒たちが主体とな

る活動になっていたか。

話し合い活動や、共

同作業の場を設定

し、合意形成を図

り、協働して取り組

む機会を設定する。

集団や社会の形成者

として見方・考え方

を働かせ合意形成を

進め、仲間とともに

協力して実践する。

多様な人々と共生す

る態度を身につけ

る。
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